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序文：「地球温暖化―日本における影響の総合評価」発行にあたって

三村 信男 1・肱岡 靖明 2

（1 茨城大学地球変動適応科学研究機関・2 独立行政法人 国立環境研究所）

地球温暖化問題の取り組みは、低炭素社会をめざす本格的な対策の時代に入っている。国際的には
2013 年以降、どのような対策の枠組みを作るのかが大きな焦点になっているが、こうした動きは、温暖化
の進展を放置すれば、地球社会に対する影響が危険な水準を超える可能性があるという認識を背景にしてい
る。2007 年に発表された IPCC 第 4 次報告書は、広範な研究成果をレビューして警告を発した。

では、日本に対する温暖化の影響はどうなのであろうか。アジア・太平洋地域やアフリカの発展途上国が
大きな被害を受けるのは想像に難くない。他方、2005 年のハリケーン・カトリーナや最近のオーストラリ
アの干ばつの被害、日本での近年の先触れ的な諸現象を見ると、わが国も安閑とはしておれないことに気づ
く。実際、日本に対する影響予測に関する研究が精力的に進められており、その対象は、水資源、自然災害、
陸上・海洋の生態系、農林水産業、沿岸域、健康、産業、国民生活などに広がっている。本特集は、環境省
地球環境研究総合推進費による「温暖化影響総合予測プロジェクト」をはじめとして、これらの研究成果を
まとめて、日本への影響に関する最新の俯瞰図を描くことを目的に編集されたものである。

本特集のコアとなった研究は、「環境省地球環境研究総合推進費戦略的研究開発プロジェクト（S-4）『温暖
化の危険な水準及び温室効果ガス安定化レベル検討のための温暖化影響の総合的評価に関する研究』」で、
短くは「温暖化影響総合予測プロジェクト」である。このプロジェクトは、14 研究機関から 40 名以上の研
究者が参加して、平成 17 年度から 5 年間の計画で実施されている。それによって、2100 年までを対象に、
わが国およびアジア地域における定量的な温暖化影響予測を行うこと、また、温暖化の進行と影響量との関
係を明らかにしようとしている。本特集には、この研究とともに多くの大学や研究機関で行われている第一
線の研究成果 22 件が報告されている。その内容を見ると、日本において起こりうる温暖化の影響が、広く
深く見事なレリーフとなって浮かび上がって来る。この内容が、多くの方々の想像力を刺激し、さらなる研
究の深化とともに、実際の政策立案や行動の基礎になることを期待している。

最後に、貴重な研究成果を投稿してくださった「温暖化影響総合予測プロジェクト」のメンバーおよび多
くの研究機関の皆様に心からの感謝を表明いたします。

なお、「温暖化影響総合予測プロジェクト」の 2 回の報告書は、以下の web サイトで閲覧できるので、参
考にしていただければ幸いである。
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